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福岡県議会 12 月定例会が 12 月 2 日から 19 日まで行なわれました。公明党の代表質問では、

子ども医療費の県費補助拡大、事業承継と中小企業支援、防災・減災対策、児童虐待対策、夜間

中学の設置、ながらスマホ対策等について、知事、教育長、県警本部長に質しました（質問者 浜

崎達也県議）。 

私は、建築都市委員会委員長として、西鉄天神大牟田線の高架化遅延について委員会での対応

等多忙を極める議会でした。2021 年度より、子ども医療費の助成が、中学校卒業まで無償化が

進みます。公明党が長年訴えてきた事が実現する運びとなりました。 

 

 

12月 19日公明党福岡県議団は、小川知事に

令和 2 年度予算編成に対する要望書を手渡し

ました。 

席上、森下団長らは、持続的な経済成長を維

持しつつ、子育て支援の充実や介護ニーズへの

対応、災害に強いまちづくりを進める必要性を

強調。その上で、①激甚化・頻発化する自然災

害に備えたハード・ソフト対策の推進 ②子ど

も医療費の県費補助に関する早期の制度設計 

③中小企業に対する支援策の強化など、57 項

目にわたって要望しました。 

小川知事は「貴重な提言であり、今後の予算編成の中で検討していきたい」と語りました。 

 

 

  

渋谷駅周辺は、JR線や国道 246号線などにより東

西南北に分断され、駅構内も各鉄道会社による移設

や増改築によって複雑化しています。また、谷地形

により、回遊しづらい点も長年の課題でした。今回

の再開発では、分断された街をつなぐべく、駅周辺

に広がる歩行者デッキを設置。また立体的な歩行者

動線「アーバン・コア」を整備し、回遊性の向上を

図ります。また、谷地形のため、浸水や冠水の被害

を受けやすい駅の地下には、大規模な雨水貯留槽を 

整備。ゲリラ豪雨などの水害にも強い街を目指す取り組みを視察しました。 

 

小川知事に令和２年度予算要望 

公明党代表質問 子ども医療費の県費助成拡大へ 

  渋谷駅再開発を視察 動線改良、防災機能を学ぶ 

渋谷駅地下の雨水貯水槽を視察 



 

 

 

 

 

 

 

「道路が狭く、バイクや自転車が危険

だ。」地元住民から寄せられた東区土井周

辺からトリアス久山へ向かう県道猪野土

井線。 

片側一車線で道幅が狭く、大型トラック

も多く、大変危険な状況が散見されました。

長年の要望から、ようやく大規模な道路の

拡幅が始まりました。（写真） 

 

 

同じく県道猪野土井線で、ここ数年の豪

雨により猪野川の護岸が崩壊、道路際まで

崩壊が進む中、通行するバイクや自転車が

転倒する危険がありました。このほど本格

的な護岸の改良工事が始まりました。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画道路鯰田中線 飯塚市川島から幸袋まで「川島 

幸袋 夢の大橋」を含む区間の開通式に、建築都市委員会委

員長としてご挨拶させていただきました。(写真) 

開通によって、①慢性的な交通混雑の緩和、②産業発展、

観光振興への貢献、③災害時の緊急輸送道路の機能強化につ

ながります。飯塚市を含め、筑豊地域の更なる発展を祈りま

す。 

 

 

 

現場調査から 県道猪野土井線 道路の拡幅が進む  

都市計画道路 鯰田中線 開通式で挨拶 

【大塚 勝利 プロフィール】 

【所属委員会】：建築都市委員会 委員長  国際化・多文化共生社会調査特別委員会  

【略歴】H19 年 4 月 福岡県議会初当選（4 期目）創価大学卒、創価高校で甲子園出場 

 

自然災害への対応は、平時の備えが重要です。

（写真㊧が工事前、㊨が現在） 

 

護岸の改良工事始まる  


